
内部メモリの異常
内部メモリの破壊
高負荷での長時間使用（過電流）
コード（電力線）のショート
モータ巻線のショート
コード（電力線）の断線
モータ内センサ（ホールIC）の故障
モータコードの外れ
コード（信号線）の断線
高負荷での長時間使用によるユニット内温度の上昇
ユニットが高温下に置かれていた後での使用（炎天下の車内等）
起動、停止回路に異常電圧の発生
起動、停止回路の故障
チャックが開いている状態
アタッチメントの故障
モータの故障

モータA・Bを同時に使用することはできません。

※ Nは、オーバーハング13mmの時の最高使用回転速度 

取   扱   説   明   書
このたびは、エスパート500をお買いあげ頂き誠にありがとうございます。
このエスパート500は、精密微細加工やバリ取り、研削など幅広い加工に使用できます。ご使用前に使用上の注意、取扱方法、
また保守点検等につきまして、この取扱説明書を良くお読みいただき、正しい使用方法により、末永くご愛用くださいますよう
お願い申しあげます。またこの取扱説明書は、ご使用になる方がいつでも見ることのできる場所へ保管してください。

モータコネクタA⑮・B⑯のどちらか（または両方）にモータコードの
プラグを溝に合わせて差し込み、プラグナットを締め込んで固定しま
す。（図-3）Espert 500
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1. 安全上の注意

2. 各部の名称

使用する前に必ずこの安全上の注意をよくお読みいただき、正しくお使いください。
製品を安全にお使いいただき、あなたや他の方への危害を未然に防止するためのものです。危害や損害の大きさと切迫
の程度ごとに分類しています。いずれも安全に関する内容ですから、必ずお守りください。

「人が傷害を負ったり、物理的損害の発生がある注意事項」を説明しています。

「軽傷または中程度の傷害、または物理的損害が発生する可能性がある注意事項」を説明しています。

「安全のために、お守りいただきたいこと」を説明しています。

注意区分

警　告 
注　意 
お知らせ

危害や損害の大きさと切迫の程度

警　告

危険事項の表示について

①　アタッチメントは必ず入力側最大回転速度（モータ回転速度）を守って使用してください（「15. 仕様」を参照）。
②　使用中にアタッチメントを熱いと感じた場合は、加工負荷を下げる、入力側回転速度（モータ回転速度）を下げる、または、作業を中

断して本製品が冷えてから使用を開始してください。
③　安全のため、ご使用時に保護覆いや防塵メガネ、防塵マスクを必ず使用してください。
④　危険ですので回転中の切削工具等の回転体に体をふれないようにしてください。
⑤　巻き込まれる恐れがありますので、軍手を装着して使用したり、ウエス等を作業中近くに置かないように整理整頓してからご使用くだ
さい。

⑥　回転中工具が抜けないように、チャックの締め付けは確実におこなってください。回転中に工具が抜けるとケガをする恐れがありま
す。

⑦　工具が曲がる様な無理な圧力を掛けての作業は、おこなわないでください。シャンクが折れたり曲がったりして危険です。また、モー
タの回転が低下するような圧力で作業をおこなうと、モータ及びスピンドル等の寿命の短縮や作業能率の低下につながります。

⑧　工具で、傷、割れ、亀裂、接着不良、シャンクの曲がり等の規格外や粗悪品を使用しますと、シャンクが折れたり、砥石が割れて飛び散
り危険です。また、頭部の大きな（シャンク径に対して切刃の径が大きい）工具を装着した状態で急に回転を上げますと、シャンクが
曲がったり折れたりする危険があります。
初めて使用される工具や頭部の大きい工具を回転させる場合は、始めに低速で回し安全確認しながら徐々に回転速度を上げていく
方法をおこなってください。

⑨　工具には最高（適正）使用回転速度又は周速度があります。それ以上の速さでの使用は、工具が破損する危険があります。工具は必
ずメーカの指定する回転速度以下でご使用ください。フットペダルによるバリアブル操作の際も最高回転速度の設定ができます。

⑩　モータやユニット等は落下させないでください。ユニットは必ず平らで安定した場所に置いてください。
⑪　煙が出たり、樹脂の燃えているようなにおいがするなどの異常が発生した時は、直ちにパワースイッチを切り電源プラグを抜いてく
ださい。そして直ちに修理依頼してください。

⑫　濡れた手で電源コードを抜き差ししないでください。感電の危険があります。
⑬　軸付砥石の最高（適正）使用回転速度、周速度は、適正オーバーハング（チャックから切刃までの距離）が13 mmの時のものです。
深い穴等オーバーハングを長くして作業するときは、使用回転速度を下げてご使用ください。（表ー1）

注　意
①　ユニットは室温0℃から40℃の範囲内で結露のない状態で使用してください。結露によってショート、感電の危険があります。
②　ユニット及びモータの周囲に可燃性ガスまたは液体等のない事を確認してから使用してください。引火性のものの近くで使用すると
火災の危険があります。

③　モータ及びアタッチメントのベアリングへは絶対に注油しないでください。ベアリングはグリース封入式を使用していますので注油
されますと発熱や故障の原因となります。

④　ガタ、振動、音、温度（発熱）に十分注意して、使用開始前にあらかじめ回転させ点検をおこなってください。その異常を感じたらすぐ
に販売店へ修理依頼してください。

⑤　モータ回転中はアタッチメントの先端工具着脱リングをゆるむ方向に回さないでください。モータやアタッチメントが破損します。特
に先端工具交換の際はモータの回転が完全に停止してからおこなってください。

⑥　切削刃部の大きい先端工具（φ4 mm以上）を使用する場合は注意してなるべく低い回転で使用してください。
⑦　保護回路が頻繁に作動するような負荷での使用はなるべく避けてください。先端工具の破損やモータ、アタッチメントの早期磨耗の
原因になります。

⑧　チャックは週に一度は必ず取り外して掃除してください。掃除を怠りますとしだいにチャック内にゴミがたまり、先端工具が振れたり、
チャック力が弱くなってきて危険です。

⑨　コントロールユニット、モータ、モータコード、アタッチメント、フットペダルは分解・改造しないでください。内部の部品が損傷する恐
れがあります。

⑩　作業中は先端工具でケガをしないように注意してください。
⑪　適切な定格のヒューズのみを使用してください。「10. ヒューズの交換方法」を参照してください。
⑫　アタッチメントを清掃する際は、モータを停止し、電源スイッチをOFFにして、ブラシまたは布等でゴミや汚れを落としてください。そ
の際、エアーブローを絶対にしないでください。ベアリング内にゴミが入り故障の原因になります。

お知らせ
①　先端工具やテストバーを取り付けずにチャックを締めないでください。チャックとスピンドルが破損する可能性があります。
②　使用しない時も先端工具またはテストバーを装着しておいてください。
③　操作パネル表面を、鉛筆などの尖ったもので操作しないでください。
④　電源を切る際はモータが停止していることを確認してからおこなってください。
⑤　操作・保守点検の管理責任は使用者側にあります。
⑥　接地線付きの電源コードのみを使用してください。弊社指定外の電源コードを使用すると、コードの過熱による火災の危険がありま
す。故障・修理の際は販売店まで連絡してください。

⑦　ご購入いただきました製品の使用方法、ご購入後のメンテナンス、故障の際は販売店まで連絡してください。

表ー1 オーバーハングと回転速度の関係
オーバーハング（mm）

20
25
50

N x 0.5 
N x 0.3 
N x 0.1 

最高使用回転速度（min-1（ rpm））
13 

図- 1

図- 2

① コントロールユニット 
② モータアタッチメント 
③ モータON/OFF手元スイッチ 
④ フットペダル 

（オプションFC-40） 
⑤ 電源スイッチ 
⑥ パワーランプ 
⑦ リセットランプ

⑧ 回転速度表示 
⑨ 回転速度調整つまみ 
⑩ 回転速度制限解除ボタン 
⑪ 正逆切換スイッチ 
⑫ Fixpeedスイッチ
（フィクスピード）

⑬ モータスイッチA 
⑭ モータスイッチB

⑮ モータコネクタA 
⑯ モータコネクタB 
⑰ フットペダルコネクタ 
⑱ 電源コード
⑲ インレットボックス
⑳ ハンドピーススタンド

3. 各部の取り付け方法

4. 操作手順

5. 回転速度メモリ機能（フィクスピード） 

6. スピードリミット機構について 

7. 保護回路について 

8. メモリ機能について 

9. エラーコードについて

3-1. モータの取り付け 

ユニット裏面のフットペダルコネクタ⑰にフットペダルコードプラグ
の位置決めとコネクタの溝を合わせしっかりと差し込みます。（図-４）

3-2. フットペダル（別売）の取り付け

ユニット背面のインレットボックス⑲に電源コードのプラグ⑱の形
状を合わせてしっかりと差し込みます。（図-５）

（1) 電源コード⑱をAC100Ｖに差し込みます。 
（2) 回転速度調整つまみ⑨を最低の位置（左へいっぱい回した位置）に回しておきます。
（3）電源スイッチ⑤をONにします。電源スイッチ右側のパワーランプ⑥が点灯したことを確認してください。
（4）回転方向を正逆切換スイッチ⑪により選択します。このスイッチを押すたびに正回転（FWD.）と逆転（REV.）が切り換わ
ります。

（5）使用するモータAまたはBを選択します。選択方法は、モータスイッチA⑬・B⑭を押すことによりどちらかを選択します。
選択したモータのON/OFFランプが点灯していることを確認してください。あらかじめ選択したいモータのON/OFFラン
プが点灯している場合は、すでにモータは選択されていますのでモータスイッチA⑬・B⑭を押さないでください。

（6）あらかじめ使用する回転速度を回転速度調整つまみ⑨で設定します。
（7）モータスイッチA⑬・B⑭（A⑬：Aモータを選択している場合、B⑭：Bモータを選択している場合）またはモータ手元スイ
ッチ③を押すとモータは回転します。

（8）モータを停止させるときはモータスイッチA⑬・B⑭（選択した方のモータスイッチ）またはモータ手元スイッチ③を再
度押してください。

3-3. 電源コードの取り付け

図- 3

図- 4

図- 5

注　意

操作方法-１
ハンドによる使用

（6）あらかじめ使用する回転速度を回転速度調整つまみ⑨で設定します。
（7）フットペダル④を踏むとモータは回転します。回転速度は、フットペダル④の踏み込み量により設定された最高回転速

度範囲内において、バリアブルで制御できます。

操作方法-２
フットペダルによる操作 

保護回路の解除方法

フットペダル④を使用する際、ボリュームで設定された回転速度範囲内で一定速度に固定することができます。お望みのスピ
ードで回転しているときに、モータスイッチA⑬・B⑭またはモータ手元スイッチ③を押すとON/OFF ランプが点滅し、フットペ
ダル④を離しても、その回転速度を維持することができます。解除するにはもう一度モータスイッチA⑬・B⑭またはモータ手
元スイッチ③を押すかフットペダル④を再度踏み直してください。

（1）回転速度メモリ機能の設定と変更について 
最初に、モータを停止させた状態で希望する回転速度を回転速度調整つまみ⑨で設定します。次にフィクスピードス
イッチ⑫を1秒以上押し続けると「ピー」とブザーが発音し、ランプが点灯したら設定完了です。これで回転速度の記憶
ができました。回転速度を変更する場合も回転速度メモリ機能を解除した後、同様の操作をしてください。尚、回転速
度メモリ機能で設定できる最高回転速度は、30,000回転になります。

（2）起動について
モータスイッチA⑬・B⑭（A⑬：Aモータを選択している場合、B⑭：Bモータを選択している場合）またはモータ手元ス
イッチ③を押すと記憶させた回転速度で回転します。このとき、ランプは点滅に変化します。また、フットペダルで操作
する場合でも、モータは記憶した回転速度を最高として回転速度の調整ができます。

（3）回転速度メモリ機能の解除について
フィクスピードスイッチ⑫を押すと「ピッ」とブザーが発音してランプが消灯し、解除されます。

（4）回転速度メモリの再呼び出しについて
フィクスピードスイッチ⑫を押し、ランプが点灯したら前回記憶したメモリの呼び出しが完了です。尚、工場出荷時は、
A、Bともに20,000回転に設定されております。

オートスピード機構について

注　意

小径の先端工具等で40,000回転以上での使用を希望するときは、回転速度制限解除ボタン⑩を押して回転速度調整つま
み⑨を回すことにより50,000回転までの設定をすることができます。

限度以上の負荷やハンドピースが回転しない状態でモータを作動させた時、モータやユニットの回路を保護するための回
路が働き、モータへの電源供給を停止させると共に、赤色のリセット（RESET）と表示されているリセットランプ⑦が点灯し、
回転速度表示⑧にエラーコードが表示されます。

ハンドによる使用時の場合はモータスイッチ（A⑬・B⑭）を再度押し直す事により解除されます。フットペダル④での使用
時では、フットペダル④を一度戻して停止状態にし、もう一度フットペダル④を踏むと保護回路は解除されます

電源スイッチ⑤をONにすると回転方向およびフィクスピードなどの操作が、電源スイッチ⑤をOFFにした時の状態を記憶
しています。回転方向や回転速度には特に気を付けてください。

故障、過負荷、断線、使用上の誤り等により異常が発生しモータが停止した場合、ユニットの状態を確認し異常原因を把握
し易くするため、回転速度表示⑧がエラーコード表示に変わります。

40,000回転以上で使用される場合は、先端工具製造業者または販売業者が、その先端工具の許容回転速度を40,000回
転以上に指定している場合にのみ可能です。

エラーコード エラーの状態 エラーの原因

エラー表示されたときの対処方法については、故障と対策を参照してください。
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セルフチェックエラー

過電流検出エラー

過電圧検出エラー 

モータセンサエラー 

ユニット内部過熱エラー 

ブレーキ回路エラー 

ロータロックエラー 
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① ⑥ ⑧ ⑨ ②
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③
⑩

⑫

⑦

⑰ ⑱
⑲

⑮⑬

⑭

⑯

⑰

⑲

⑱

付属品
• コレットチャック（φ3.0 mm 本体に付属）   • アタッチメントホルダ　 　• スパナ（5.1×7） 　　• ピンスパナ
• コレットチャック（φ2.35 mm）    • アタッチメントスタンド 　• L型スパナ（9）     　   • 取扱説明書


